
平成30年度終了研究開発課題成果報告

課題名『 屋内空間での小型無人航空機（ドローン）の活用に関する研究 』
研究代表者『湯浅弘章 東京消防庁消防技術安全所』 研究期間 【平成３０年度 １年間】
研究費 1,702千円（期間全体の直接経費の実際使用金額の合計 ） 消防機関等 東京消防庁消防技術安全所

【当初の目標】

測定器や各種セン
サー類を搭載した
ドローンを使用して
屋内空間での飛行
実験を行い、屋内
で発生する災害で
活用できるドロー
ンに必要な要素・
機能について検討
する。

【研究開発の成果】

屋内空間で発生した災害を
想定して実験を行い、市販
ドローンを使用した場合の
飛行性能、耐熱性能、ガス
検知性能などを通し、現状
での使用可否について判
断するとともに、屋内空間
の運用に必要な機体の機
能等について提言した。
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１ 背景・目的

地下街等の屋内空間で発生したＮＢＣ災害等にお
いて、ドローンを遠隔操作で進入させ情報収集を行
うことができれば、消防隊員の負担が減らせること
から、市販のドローンが屋内で活用できるか検証し
た。

表１ 検証した市販ドローン

製品Ａ 製品Ｂ 製品Ｃ 製品Ｄ
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２ 検証方法

屋内空間の飛行性能に関する実験、耐熱性に関す
る実験、ダウンウォッシュの影響に関する実験によ
り、屋内飛行時の安定性、火災暴露を想定した不測
の事態における挙動、ガス濃度測定への影響を確
認した。

表２ 屋内空間想定（飛行経路）

①－１ 倉庫 ①－２ 倉庫 ② 地下通路

③ 複層階建物 ④ コンサート会場 3



３ 結果

【実験１】屋内空間の飛行性能に関する実験（障害
物回避センサの設定）

衝突を回避させるセンサが、表３に示す扉、屋内階
段、通路といった狭所を通過する以前に機体を制動
させてしまうため、屋内空間を飛行する際、前後左
右の障害物回避センサを無効化する必要があった。
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表３ 飛行箇所

扉（幅80cm）
屋内階段
（幅140cm） 通路（幅230cm）棚（間隔110cm）



３ 結果

【実験１】屋内空間の飛行性能に関する実験（飛行
可能範囲）

飛行可能範囲より、情報収集については実用レベ
ルでの活用ができると考えられる。

図 各製品及び実験ごとの飛行可能範囲

注）グラフ中、目
的位置まで飛行到
達したものについ
ては、「到達」と
表記。
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３ 結果

【実験１】屋内空間の飛行性能に関する実験（飛行
可能範囲）



３ 結果

【実験２】耐熱性に関する実験

不測の火炎暴露でもフライトコントローラーの異常に
よる暴走がないことが確認できた。

写真 実験状況 7



３ 結果

【実験２】耐熱性に関する実験
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３ 結果

【実験２】耐熱性に関する実験
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３ 結果

【実験３】ダウンウォッシュの影響に関する実験

ドローンに搭載した測定器ではダウンウォッシュが
周囲の空気を撹拌させるため、特定箇所の少量の
ガスを検知することは困難と考えられる。

写真 実験状況 10



【当初の目標時における課題】

○ 消防活動において、屋内空間で災害現場まで
市販ドローンを接近及び活用するための知見が十
分でない。
【目標の達成度合と課題の解決状況】

・屋内空間でドローンを活用する際に必要な機体設定
等について、把握できた。屋内空間ごとの各製品の飛
行可能範囲が把握できた。消防隊員に必要な操縦技
能が把握できた。

よって、情報収集については実用レベルでの活用が
できると考えられる。

・火炎の暴露など不測の事態に遭遇した場合でも、す
ぐには暴走しないことが確認できた。

・ガス測定は、ダウンウォッシュによる影響を受けるこ
とが分かった。
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【研究終了時点で、課題解決に至らなかった理由】
○ 当初の課題が全て解決している場合は、記載不要です。

【今回の研究成果について、今後の展開 】

研究成果については、当庁のドローン運
用方法に反映させるとともに、研究内容
については、当庁ＨＰ、消防技術安全所
報を媒介に情報を公開し、産業界へ消
防活動現場のニーズを拡散することで、
国内の消防活動支援資器材としてのド
ローンの最適化を支援する。
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４ まとめ

【機体設定等について】

事前に必要な機体設定は、以下のとおりであると提
言する。

・位置画像センサは、ＯＮ
・前後左右の障害物回避センサは、ＯＦＦ
・上下の障害物回避センサは、ＯＮ
・暗所では照明は、ＯＮ
・カメラのＩＳＯは、ＡＵＴＯ
・狭所通過時は、モニタ画面のグリッド線を活用



４ まとめ

【機能について】

今現在の市販ドローンの技術において必要な機体
の機能は、以下のとおりであると提言する。

・ 位置画像センサによる位置制御
・ リアルタイム映像伝送
・ 広角カメラ
・ 搭載カメラの向きを上下左右に操作する機能
・ 障害物回避機能（上下方向）
・ 機体前方及び機体下部の照明機能
・ プロペラガード
・ 電波中継器（一部機種のみ）



【 製品化、システム運用、制度化など、広く実用するための課題 】

本研究で得られた成果は安価な
市販ドローンを対象としており、各
消防本部等で本研究結果を用いる
ことで、すぐにドローンの導入及び
屋内空間での活用が可能となる。

活用人員などの体制や資器材が
整えば、すぐに現場で活用可能で
ある。
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